









 本論文は、第一部 イェーリング法理論研究序説、第二部 近代ヨーロッパにおけるイェー
リング法理論の展開、第三部 東アジアの社会的価値へのイェーリング法理論の展開、第四
部 近代日本におけるイェーリング法理論の受容、第五部 結論、附録 イェーリング法理論
研究資料よりなる。 
 
 第一部 イェーリング法理論研究序説 
 

































































































































































 第四部 近代日本におけるイェーリング法理論の受容 
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